
 

栃木県立美術館 令和６（2024）年度事業等評価 

 

令和８（2026）年３月 

１ 定量的評価 

 

目標値ａ 達成度
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達成度　Ａ：100％以上　　Ｂ：100％未満～70％以上　　Ｃ：70％未満

項目 評価

③ 100.0% Ａ

評価点

① 82.5% Ｂ

備考

② 100.0% Ａ

2　展覧会関係

100.0% Ａ

⑤

企画展関連イベント回数

0.0% Ｃ

常設展展示替回数

⑦

アートリンク実施回数

116.7% Ａ

⑧

アートクルーズ来館学校数

366.7% Ａ

⑥ 35.0% Ｃ

イベント開催回数

⑩

県教委・あーとﾈｯﾄ等教育
関係団体との会議

100.0% Ａ

⑪ 社会教育実施回数 100.0% Ａ

⑨ 20.0% Ｃ

5カ年間の入館者数

⑮

ホームページアクセス件数

100.0%

⑫ 108.9% Ａ

⑬ 277.3% Ａ

友の会・ショップとの連絡
会議回数

106.4% Ａ

100.0% Ａ

Ａ

⑯

SNSによる情報提供回数

100.0% Ａ

⑭

レストラン企画展関連ラン
チ提供回数

3　普及教育関係

4　広報関係

6　様々な主体との連携

7　新たな取組

研究公開と社会貢献回数

社会体験学習等回数

学芸員実習回数

5　入館者数関係

（R5の入館者数）

１　調査研究関係

⑰ 新規に取り組んだ事業数

④

企画展開催回数



２ 定性的調査 

 

 

 

 

定量的評価 

定量的評価は、評価項目ごとに近年の実績の平均的数値等を踏まえて目標値を設定し、目標値に

対する当該年度の実績値の割合（達成度）で評価したものである。 

 Ａ：達成度 100％以上、Ｂ：達成度 100％未満～70％以上、Ｃ：達成度 70％未満 

 

定性的評価 

定性的評価は、評価項目（チェック項目）ごとに館員がその意識や姿勢等を自己評価し、その評

価を、担当課長→副館長→館長の順に検討した上で最終評価としたものを点数化し、各項目の満点

数に対する当該年度の得点数の割合で評価したものである。 

 Ａ：達成度 91％以上、Ｂ：達成度 91％未満～70％以上、Ｃ：達成度 70％未満 

〔◎：十分達成できた（３点）、○：概ね達成できた（２点）、△：達成不十分（１点）〕 

 

 

 

 

評価項目 チェック項目数×3（ａ） 達成度

（ﾁｪｯｸ項目数） ◎×3+○×2＋△×1 （ｂ） （ｂ/ａ）％
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達成度　Ａ：91％以上　　Ｂ：91％未満～70％以上　　Ｃ：70％未満

10新たな取組（4） 100.0% Ａ

８広報関係等（7） 95.2% Ａ

９様々な主体との連携（8） 75.0% Ｂ

６施設設備管理（4） 100.0% Ａ

７中核的機能関係（6） 100.0% Ａ

４展覧会関係（8） 91.7% Ａ

５普及教育関係（9） 96.3% Ａ

２調査研究関係（5） 93.3% Ａ

３収集保存関係（7） 90.5% Ｂ

評価 備考

１館運営全般（9） 85.2% Ｂ



３ 評価結果一覧 

区 分 Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 

定量的評価項目 （17） １３項目  １項目  ３項目  

定性的評価項目 （10） ７項目   ２項目  １項目  

 

４ 新たに取り組んだ（改善した）事業等 

概 

要 

○美術館所蔵品目録のオンライン化 

 ・美術資料のデジタルアーカイブ化を進め、ウェブサイト「とちぎデジタルミュー

ジアム SHUGYOKU」に所蔵品目録をアップロード。 

成 

果 

○美術館所蔵品目録のオンライン化 

 ・当館所蔵品について、分野、作品名、作者名、画像情報の有無、フリーワード等、

様々な切り口で検索し、画像情報のある作品についてはウェブ上で鑑賞できるよ

うになった。 

 

５ 自己評価総括 

評 

価 

○定量的評価 

 ・全体の７６％がＡ評価であり、ほぼ計画通りに事業を実施できたものと評価。 

 ・「１調査研究関係」については、学芸員の定数７名に対し、昨年度は２名の欠員

が生じたこともあり、目標値を下回る達成値となったため、Ｂ評価とした。 

 ・「２展覧会関係」のうち、アートリンク実施回数については、連携先の他館のス

ケジュール等の都合により達成値は０件であったため、Ｃ評価とした。実施に向

けた調整は適宜行っており、今年度４回開催という成果につながっている。 

 ・「３普及教育関係」については、学校行事との関連項目で一部Ｃ評価となった。

アートクルーズ事業は学校・美術館・県管財課の三者の調整を要するため、利用

拡大が難しい面もあるが、同事業とは別に、約２５校が団体観覧等で来館されて

いる。 

  

○定性的評価 

 ・全体の７０％がＡ評価であり、大きな問題なく館運営ができたものと評価。 

 ・「１館運営全般」については、少人数の不規則勤務体制のため、突発事案が生じ

た際の速やかな館内連携が難しい状況があり、Ｂ評価とした。 

・「３収集保存関係」については、施設の老朽化や、収蔵作品の修復費用の確保の

難しさ等から、Ｂ評価とした。 

・「９様々な主体との連携」については、友の会、レストラン、ショップ、ボランテ

ィア等との協力関係は維持できたが、限られた人員・設備での更なる事業展開は

難しい状況にあり、Ｂ評価とした。 

 



課 

題 

○限られた人員体制 

・少数の職員による不規則な勤務体制のため、突発事案対応が困難。 

○収集保存環境の確保 

・老朽化した機械設備の修繕や収蔵作品の修復に係る費用の確保に苦慮。 

対
応
の
方
向 

○限られた人員体制 

・職員間の情報共有を密にし、柔軟に勤務計画を変更する等により、可能な限り速

やかに各種事案に対応していく。 

○収集保存環境の確保 

・施設の維持管理経費の弾力的な運用や、助成金活用による修復費用の確保に努め

ていく。 

 

６ 外部評価 

意 

見 

等 

 令和６（2024）年度の美術館の運営状況については、概ね適正に運営されたと判断

し、次の項目を意見とする。 

 

１ 幼少期から文化芸術に親しめる取組の推進 

  学校観覧の受入れや子ども向けイベント等を更に推し進め、幼少期から文化芸術

に親しめる機会を増やしてほしい。 

 

２ デジタル技術の活用による学校教育との連携強化 

  デジタルアーカイブを活用した鑑賞教育の充実、オンラインによる美術教員向け

の相談支援等、デジタル技術をうまく利用し、学校・美術館双方の労力軽減を図り

ながら、更に連携を強化してほしい。 

 

３ 経営面の課題への対応 

美術館の運営コスト上昇は全国的な課題。経営の透明性強化に取り組んでいる他

県の事例等を参考に、評議員会等で経営面での議論ができることが望ましい。 

 

４ 今後の展覧会のあり方 

県立美術館が半世紀かけて築き上げたブランドイメージ（学芸員の調査研究成果

を生かした質の高い展示）を大事にしながら、県民の多様なニーズに沿った新たな

取組を進めてほしい。 

 

５ 社会的包摂を意識した取組 

  障害のある方や地域で暮らす外国人等、様々な事情を抱える方々が、安心して利

用し、交流できる環境づくりにも取り組んでほしい。 

 

 


